
 

 

 

 

 

 

 

 日時：平成 2９年２月２２日（水）昼のび 

目的：・地震発生時とその後の危険を想定し、 

指示に従って迅速に避難する 

    ・地震による影響で建物等の崩落の対応 

について理解する 

    ・緊急地震速報を聞き、冷静に判断し、 

     行動する 

 内容：①緊急地震速報が鳴る 

    ②放送に従って避難を開始する 

    『訓練、訓練。只今、地震がありましたが収

まりました。職員室から出火したので、み

なさんは、プール横出口より、運動場南側

に静かに避難しなさい。ただし、1階で体

育館側にいる児童は、保健室横の道から運

動場に避難しましょう。それ以外の場所に

いる人は職員室からはなれて運動場に避

難しなさい。』 

    ③運動場南側で集合・点呼・報告 

    ④校長先生のご講評 

    ⑤生活部の先生からのお話 

    ⑥教室で事後指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017.2.27 避難訓練 

第３号 

今回の訓練は、子どもたちや職員に事前

に避難訓練があることを知らせずに、さら

に、今回は休み時間に地震が発生した想定

で実施しました。これまで避難訓練などを

通してつけてきた「放送をしっかり聞き、

判断し、行動する」力を、一人一人が使って

避難することがねらいです。 

休み時間で、様々な場所にいた子どもた

ちですが、それぞれの場所で身を守る行動

をとっていました。運動場では、高学年が

中心となり、低学年に声をかけて行動して

いるところがみられました。いつ、どんな

場面で災害が起こっても、落ち着いて身を

守る行動をとってほしいです。 

 

今年度の避難訓練は、今回で最後になります。地震や災害は、いつ起こるか分かりません。 

もう一度、家族会議などで災害に備えて話し合ってみてください。 

 

□家族の役割分担 

いざという時「誰が」「何を」するか、家族で離れ離れになった場合の連絡方法も決めておきましょう。 

 

□防災用品や非常持ち出し品のチェック 

非常持出品、非常備蓄品の置き場所を決め、みんなで確認しましょう。また、食べ物の賞味期限や、ラジ

オや懐中電灯の電池切れもチェックしましょう。 

 

□避難経路、避難場所の確認 

自宅に近い緊急避難場所を確認し、その道順（安全ルート）を 

家族で話し合いましょう。 

○家の中での安全な場所の確認 


